
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

   
  

すべての子どもをわが子として 

講師 木下
き の し た

 敏之
と し ゆ き

 氏 

（福岡大学経済学部教授） 

【略歴】 
東京大学法学部卒業後、農林水産省に入省。1999 年から佐賀市⾧を二期勤め

る（38 歳で県庁所在地最年少市⾧ 税金 300 億円以上節約）。市⾧退任後、

東京財団にて地方議会改革について研究。行政刷新会議の事業仕分け人。 

研究の傍ら、産官学のすべてを経験している強みを生かし、企業のコンサルティング

を行う。 

【主な活動】 
 九州経済論担当。九州が支店経済から抜け出すための方策を研究中。 

 地場企業のＡＩ化とデジタルマーケッテイングへの対応、福岡市の少子化問

題、文系シニアの再就職問題、外国人観光客問題、拡大財政の必要性、

ＭＭＴ理論、東九州新幹線構想等をテーマに講演多数 

 ＴＮＣ 「記者のチカラ」 コメンテーター（不定期） 

 ＫＢＣラジオ「アサデス。ラジオ」木曜日コメンテーター 

 ブログ「木下敏之の九州経済論」 

 一般向けの「木下敏之経済セミナー」を年に４回、開催 
 


